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　今年は災害級の暑さが続き、雷や豪雨に振り回された例年にない
夏でした。皆様いかがお過ごしですか。
　天候も落ち着き、食欲・芸術・実りの秋を迎えます。
　おでかけもしやすくなる季節、ファミリー・サポー
ト・センターのイベントにも是非おでかけ
下さい。

　今年の全体交流会は、初開催≪木の実のリースづくり≫です。
　ツルで編んだリースにグルーガンを使って秋の木の実を装飾します。おひとり一つずつ作ります。
　提供会員・両方会員・依頼会員・会員の家族（年長さんから）のご参加をお待ちしています。

 11月９日（土） 10：30～12：30

 もんぜんぷら座３階304会議室

 参加費一人５００円、作品を持ち帰る袋

 10組（20名）

 10月27日（日）までにセンターへ。

 会員番号、氏名、電話番号、参加する方の名前をお知らせください。

日　時

会　場

持ち物

人　数

申込み

　先日福岡県で、５才、７才の女児が後部座席でシートベルトをしていたにもかかわらず、車両の衝突によ
り亡くなってしまうという悲しい事故がおこりました。後日、２人はチャイルドシート、ジュニアシートを
使用していなかったことがわかりました。シートベルトが首と腹部を圧迫して命を落としてしまったのでした。
　この事故を受けて、ＪＡＦではチャイルドシートの使用を今まで140㎝くらいまでとしていましたが、
150㎝に達するまでと推奨基準を変更しました。学年が上がると、もう大丈夫と思い、チャイルドシートを
使用しない方もいると思います。
　この機会に会員相互でチャイルドシート、ジュニアシートの使用の見直しをお願いします。

チャイルドシート、ジュニアシートの
使用基準の見直しについて

づくり木の実のリース
全体交流会のお知らせ11月９日（土

）



第２回前半講習会
１月27日（月） １月28日（火） １月29日（水） １月30日（木） １月31日（金） ２月１日（土）
①乳幼児の生活
と遊び

10:15～12:15

⑨小児看護の基
礎知識①

10:15～12:15

④乳幼児の食事
と栄養※１

10:00～13:00

⑦乳幼児の発達
と心理

10:15～12:15

⑤一時預かり事
業の保育内容（実
習） ※２
9:45～12:00

⑫リスクマネー
ジメント・グルー
プ討議※４
10:15～12:45

②子どもの健康
と世話
13:15～15:15

③心肺蘇生法

13:15～15:15

⑧小児保健①②

13:30～15:30

⑥援助活動の実
際※３・４
13:00～15:00

第２回後半講習会
２月27日（木） ３月１日（土）

⑩小児看護の基礎知識②
10:15～12:15

③心肺蘇生法
10:30～12:30

⑪特別に配慮を要する子
どもへの対応

13:00～15:00

⑥援助活動の実際※３

13:15～15:15

※１　持ち物：エプロン・三角巾・材料費（別途案内）
　　　場　所：別途案内
※２　持ち物：エプロン
　　　場　所：２階じゃんけんぽん会議室
※３　持ち物：「活動の手引き」・電卓
※４　場　所：８階801会議室

• 状況により、中止・変更の可能性があります。事前に申し込みの上、受講してください。
• 注釈のついていない講習会の会場は３階302会議室です。
• 更新講習が必要な提供会員は、上記講座以外では「リスクマネージメント・グループ討議」は２月１日（土）、
「心肺蘇生法」は３月１日（土）が今年度最後の講座になります。

　新規に提供会員が５名、両方会員が２名養成講習会に参加しまし
た。そのうち１名の方が前期講習を終え基礎編修了、１名の方が応
用編修了となりました。また、以前より受講されていた３名の方が

全講習を修了し、合わせて５名が提供会員として活動できるようになりました。

　今年の「ふぁみさぽひろば」は、提供会員と依頼会員家族の８名でパ
ズル・ボードゲーム・カードゲームを楽しみました。
　ゲーム終了後は、皆でお茶を飲みながら交流をしました。ゲームで打
ち解け、話が弾み、「知らないゲームをしたり、普段接点のない会員同士
で話ができたことが楽しかった。」との感想がありました。
　電子ゲームと違い、人間同士の関わりで進めていくボード・カードゲー
ムは皆で楽しめ、ドキドキ、ワクワクを共有することができます。皆様
もご家庭でやってみませんか。

第1回養成講習会
７月８日～７月13日／９月５・７日

ふぁみさぽひろば
７月20日

「ふぁみさぽひろば」は、会員とその家族の大切な交流
の場です。たくさんの方に参加いただき、よりよい会に
なるよう皆さんのご要望をお寄せください。

４人で
人気パズルの「ブロックス」を楽しみました

締めは
みんなでバ

バ抜き



センターからのお願い
　おたよりがあて先不明で戻ってきた会員に関して、連絡がつかず、次のおたよりも戻ってきたら退
会手続きを取ります。転居された方は、忙しい中とは思いますが、必ず連絡してください。また、会
員としての継続を希望しない場合もセンターまで連絡をお願いします。

◆活動をお願いした時は必ずセンターへご連絡ください
　依頼会員は、「事前打ち合わせ」「援助活動」について、必ずセンターまで事前連絡をお願いします。
連絡がない場合は、保険が適用されない場合があります。

◆援助提供記録書の提出期限のお願い
　提供会員は、援助提供記録書の提出を翌月５日までにお願いします。依頼会員の方も提出期限にご
協力をお願いします。

◆登録内容の変更について
　登録してある住所／電話番号／こどもの入園、入学／依頼するこどもが増えた／活動の終了、内容・
時間の変更などがありましたらセンターへ連絡してください。

◆ヒヤリ・ハット報告書
　「ファミリー・サポート・センター事業ヒヤリ・ハット報告書」を同封しました。事故になる程で
もなかったけれど、少し困ってしまった事、普段と違い思いがけずヒヤッとした事などありませんか。
皆さんからの貴重な報告はリスクマネジメント講座の中で参考にさせていただいています。会員同士
の事故防止啓発のためにもご協力ください。
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保育所・幼稚園の登園前の預かり及び送り

保育所・幼稚園の迎え及び帰宅後の預かり

学童保育の迎え

保育所・幼稚園の迎え

塾の送り・迎え

活活動動内内容容ベベスストト ５

総活動数 2747回 

 
 

令和４年度より総活動数が約500回
増えており、複数の家庭を支えてい
る提供会員も多くいます。



〒380-0835　長野市大字南長野新田町1485-1もんぜんぷら座2階こども広場｢じゃん･けん･ぽん｣内
電話･FAX：026-267-6006　E-mail：n-famisapo@na-kodomo.com
https://www.na-kodomo.com/famisapo
受付時間　10：00～18：00
休 館 日　第1・第3水曜日（水曜日が祝日の場合はその翌日）、年末年始（12月29日～1月3日）

病児・病後児登録をされている
依頼会員はご連絡ください

病児・病後児活動の確認のお願い

― ―
　現在、依頼会員へ病児登録をしている提供会員を新たにご紹介するため、登録いただいた順に援助の内容
の確認を取っておりますが、なかなか確認作業が進まず、すぐに紹介に至らない状況になっています。そこ
で会員１人１人から現在の病児・病後児援助の必要有無をご連絡いただき、必要とされている方に紹介でき
るように改善していきたいと思います。ご協力をお願いします。

• 問い合わせに時間がかかり、紹介するときには依頼会員、提供会員共に状況が変化している。
• 依頼がなくても提供会員が紹介済の依頼会員を複数名抱えていて、新たに紹介できない。また、一
度紹介すると、小学校を卒業するまでマッチングが成立したままで新たに紹介できない。
• 病児援助活動のできる提供会員が少ない。

• マッチング済だが、子どもが大きくなり必要なくなった。
• 配偶者が単身赴任中の１年間だけ紹介してほしい。　など
　　　※ＱＲコードからか、メール・電話のどちらかからご回答下さい。
　　  ＱＲコードのフォームから回答
　　　　ＱＲコードを読み込み設問にご回答ください。

　　　e-mail、電話から回答　  電話･FAX　０２６－２６７－６００６
　　　　　　　　　　　　　　　　E-mail　　　n-famisapo@na-kodomo.com
　
　下記内容にご回答ください。その他の内容も受け付けております。
　 •現在病児・病後児の援助は必要ですか。
　　□紹介済み①　　□紹介してほしい②　　□今後必要③　　□登録済だが必要ない④
　 •①紹介済みの方は、現在の状況をお答えください。
　　□利用している　□利用していない。今後も利用しない　□利用していない。今後利用する
　 •②紹介してほしい方は、どちらの援助をご希望ですか
　　□保育園幼稚園にお迎え・預かり　　□預かり
　 •③今後必要な方は、いつ頃必要になりますか
　　　例：R７.４～　　例：未定

提供会員１名に紹介できる依頼会員は数名です。
状況に合わせて、必要な方に速やかに支援活動ができるようにご協力をお願いします。

現在、提供会員が紹介できず苦慮している点

現在の必要の有無をご連絡ください


